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高校１年生 性教育講話を開催しました！ 

講師：鈴木秀文先生（福井愛育病院院長・産婦人科医） 

タイトル：「高校生の性と生」概要を紹介します。 

 
高校生の皆さんは、近い将来、恋愛し、結婚し、子どもを持つことができる発達段階にあります。 
性＝生といっても過言ではないくらい、性に関することは、人生にとって、非常に大切なことです。 

しかし、皆さんは、性について、どれくらい知っていますか？性について考えてみたことはありま

すか？高校生にとって大切なことはなんでしょう？産婦人科医の鈴木先生から、高校生の皆さんへ

の熱いメッセージです。 

 

「将来結婚したくない」高校生…その理由とは？ 

事前アンケートの結果では、「将来結婚したいと思う」人は男子も女子も８割の人が肯定的です。一方、結婚

したくない人の理由は、男子は「めんどうそう」女子は「必要ないから」が多いという違いがありました。この

差は実にびみょーです。実際、仕事を持ち、経済的に自立した女性は、結婚せずに、お一人様を貫く人も増え

ているようです。「男性は、結婚したいけどできない、女性は結婚したくないからしない」という傾向があるそ

うです。今回の結果からもその雰囲気が漂っているような… 

とはいえ、男女ともに 8 割の人は、将来結婚して、子どもを持ちたいと考えています。安全で幸福な将来を迎

えるために、今、必要なことはなんでしょうか？ 

今回の講話では、そのヒントを教えていただきました。講話後の皆さんの感想からどんなことを学ぶことがで

きたのか、振り返りましょう。 

（ 



 

・責任が取れないのなら、そういうことはしてはいけないというのは大切だと思う。 

・遊び半分でやるもんじゃないってことじゃないってことがわかった。 

・何事も相手を思いやることが大切だと思った。 

・今回の話を聞いて、今まで以上に異性を大切にしたいと思う。 

・大人になったときの性の問題やそれを防ぐためのことを知れてよかった。 

・そういう行為をするときは、相手のことを考え、責任がとれるかどうかが大切。 

・結婚するのはあまり興味なかったけど、将来、ちょっとしてみるのもいいと思った。 

・お互いが体を大事にすることが大切だということを心にとめたい。 

・もっと自分の体を大切にしようと思った。 

・勝手にすると相手を傷つけてしまうので真剣に考えることが大切だとわかった。 

・未成年である以上、女の人を妊娠させてしまったら責任をとれないので      

 結婚してから性行為をしたいと感じました。      

 

 

「性感染症についても学びました。」 

・性感染症の症状が思っていたよりずっと重くてびっくりした。 

・性感染症は名前だけ聞いたことがあったけど、実際はやばい感染症だとわかった。 

・性病になるといろいろ厄介だと思った。性病が怖いと思った。  

・自分も病気にかからないようにしたい。・性器ヘルペスの詳細 

・行為によって感染する場合があることを初めて知った。 

・いろいろな病気にかかる危険性があることを知った。 

 

https://www.jfpa.or.jp/tsunagarubook/ 

 

 
そのほか、高校生の皆さんに考えてほしいことや、大切な情報を教えていただきました。さらに詳しく知りた

い人は、「＃つながる BOOK」と検索してみてください。 

「初体験してもいい年齢は何歳ですか？」 

○選挙権は 18才から OK  ○車の運転は 18 才から OK  ○酒・たばこは 20 才から OK 

では…？ 

 

性において大切なのは、お互いの異性を尊重すること。 

男性は女性を、女性は男性を尊重し、相手の心や体を 

傷つけないようにすることが大切。 

それができない人は、30才になっても 40才になっても 

その資格はない 

 

https://www.jfpa.or.jp/tsunagarubook/

